Drama Sequels to Hong Lou Meng 紅楼夢 by 渋井 君也
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初めに　
乾
隆
五
十
六
年︵一
七
九
一
︶、
程
偉
元
と
高
鶚
が
編
纂
し
た
木
活
字
刊
行
本﹃紅
楼
夢
﹄
が
刊
行
さ
れ
て
以
来、
こ
れ
を
も
と
に
し
た
重
刊
本
や
翻
刻
本
が
絶
え
ず
現
れ
た。
こ
の
よ
う
に
程
偉
元
と
高
鶚
の﹃紅楼夢﹄に拠った、いわゆる百二十回本は、嘉慶年間に刊
行
さ
れ
た
だ
け
で
も
十
種
以
上
が
現
存
し
て
い
る。
さ
ら
に
程
偉
元
と
高
鶚
の﹃紅
楼
夢
﹄
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
ま
も
な
く、
﹃後
紅
楼
夢﹄や﹃続紅楼夢﹄
、﹃紅楼復夢﹄
、﹃綺楼重夢﹄といった続編
も多く著された。これと同時に、百二十回本の内容を改編した﹃紅楼夢﹄の戯曲作品も現れ、現代に至るまで新しい作品が改編されたり上演されたりしている。
このように
﹃紅楼夢﹄
は、清代において単にベストセラーとなったのみならず、二次
創
作
の
一
大
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た
の
だ
が、
し
か
し、
﹃紅
楼
夢
﹄
原著に対する膨大な、層の厚い研究の蓄積に比べて、その続
書、とりわけ清代戯曲における二次創作に関する研究は、十分に行なわれているとは
言い難い。
本稿は、
清代の
﹃紅楼夢﹄
戯曲の基礎研究として、作品の整理によっておおよその全体像を俯瞰し、さらに﹃紅楼夢﹄二次創作ブームの中で、戯曲による再創作がどのように位置づけられるのかを考察したものである。一
　
清代の『紅楼夢』戯曲について
　
本
論﹁一
﹂
に
お
い
て
嘉
慶
か
ら
宣
統
年
間
に
創
作
さ
れ
た
戯
曲
作
品︵雑
劇・
伝
奇
︶
の
整
理
を
行
い、
﹁二
﹂
で﹃紅
楼
夢
﹄
戯
曲
の
内
容
の
特
徴
を
分
析
し、
﹁三
﹂
で
は、
特
に
林
黛
玉
の﹁焚
稿
﹂﹁焚
帕
﹂
の
モ
チ
ー
フ
を
軸
に、
戯
曲
に
おける﹃紅楼夢﹄
の受容と改編を考えてみたい。まず、
各
種
存
目
類
著
録
類
を
も
と
に
嘉
慶
か
ら
宣
統
年
間
の﹃紅
楼
﹃紅楼夢﹄続書における戯曲
渋
　
井
　
君
　
也
/?? ?? ???
夢﹄雑劇および伝奇の存目を整理しておく。
①﹃葬
花
﹄
一
折、
孔
昭
虔︵乾
隆
年
間
か
ら
嘉
慶
年
間
に
か
け
て
の
人、
嘉
慶
六
年
の
進
士
︶
の
作、
嘉
慶
元
年
丙
辰︵一
七
九
六
年
︶
の
原
稿
の
鈔
本
が
あ
る。
﹃紅
楼
夢
﹄
第
二十三回に基づく。
②﹃遊
仙
夢
﹄
十
二
齣、
劉
熙
堂︵乾
隆
年
間
か
ら
嘉
慶
年
間
に
か
け
て
の
人
︶
の
作、
嘉
慶
三
年
戊
午︵一
七
九
八
年
︶
の敦美堂刊本がある。
﹃紅楼夢﹄第五回に基づく。
③﹃紅
楼
夢
伝
奇
﹄
二
巻
五
十
六
齣、
仲
振
奎︵一
七
四
九
︱
一
八
一
一
︶
の
作、
嘉
慶
四
年
己
未︵一
七
九
九
年
︶
の
緑
雲紅雨山房原刊本がある。
﹃紅楼夢﹄
及び﹃後紅楼夢﹄
に基づく。
④﹃醒
石
縁
﹄、
内
容
は﹃新
塡
瀟
湘
怨
曲
本
﹄
三
十
六
齣
と
﹃怡
紅
楽
﹄
二
十
四
齣
に
分
か
れ
て
い
る。
万
栄
恩︵乾
隆
年
間
か
ら
嘉
慶
年
間
に
か
け
て
の
人
︶
の
作、
嘉
慶
五
年
庚
申
︵一
八
〇
〇
年
︶
の
青
心
書
屋
刊
本
が
あ
る。
前
者
は﹃紅
楼
夢﹄
、後者は﹃後紅楼夢﹄に基づく。
⑤﹃絳
蘅
秋
﹄
二
十
八
齣、
呉
蘭
徴︵
？
︱
一
八
〇
六
︶
の
作、
嘉
慶
十
一
年
丙
寅︵
一
八
〇
六
年
︶
の
撫
秋
楼
版﹃零
香
集
﹄
に収録されている。
﹃紅楼夢﹄全体を脚色する。
⑥﹃三
釵
夢
北
曲
﹄
四
齣、
許
鴻
磐︵一
七
五
七
︱
一
八
三
七
︶
の
作、
道
光
二
十
六
丙
午︵一
八
四
六
年
︶
の﹃六
観
楼
北
曲六種﹄本がある。
﹃紅楼夢﹄のうち、
晴雯、
林黛玉、
薛
宝
釵
の
そ
れ
ぞ
れ
を
主
人
公
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
列
ね
る。
⑦﹃十
二
釵
﹄
二
十
齣、
朱
鳳
森︵一
七
七
六
︱
一
八
三
一
︶
の
作、
嘉
慶
十
八
年
癸
酉︵一
八
一
三
年
︶
晴
雪
山
房﹃韞
山
六
種
曲
﹄
本
が
あ
る。
﹃紅
楼
夢
﹄
の
主
要
な
ヒ
ロ
イ
ン
を
一人一幕としたものである。
⑧﹃紅
楼
夢
散
套
﹄
十
六
齣、
呉
鎬︵乾
隆
年
間
か
ら
嘉
慶
年
間にかけての人︶
の作、
嘉慶二十年乙亥
︵一八一五年︶
の
蟾
波
閣
刊
本
が
あ
る。
﹃紅
楼
夢
﹄
の
主
要
な
人
物
を
一
人
一幕としたものである。
⑨﹃紅楼夢﹄
十齣、
石韞玉︵一七五五︱一八三七︶
の作、
嘉
慶
二
十
四
年
己
卯︵一
八
一
九
年
︶
の
石
氏
花
韵
庵
家
刊
本
が
あ
る。
﹃紅
楼
夢
﹄
の
主
要
な
プ
ロ
ッ
ト
を
一
筋
一
幕
と
したのである。
⑩﹃紅
楼
夢
伝
奇
﹄
八
十
一
齣、
陳
鐘
麟
︵一
七
六
三
︱
一
八
四
一
以
後
︶
の
作、
道
光
十
五
年
乙
未︵一
八
三
五
年
︶
の
粤
東
省
城
西
湖
街
汗
青
斎
刊
本
が
あ
る。
﹃紅
楼
夢
﹄
全
体
を脚色する。
⑪﹃紅
楼
佳
話
﹄
八
齣、
周
宜︵乾
隆
年
間
か
ら
嘉
慶
年
間
に
か
け
て
の
人
︶
の
作、
旧
鈔
本
が
あ
る。
﹃紅
楼
夢
﹄
の
主
要
なプロット 一筋 幕と ものである。
　
阿英が編集した﹃紅楼夢戯曲集﹄
︵
１
︶には、上掲の劉熙堂﹃遊
仙
夢
﹄、
仲
振
奎﹃紅
楼
夢
伝
奇
﹄
巻
下、
万
栄
恩﹃怡
紅
楽
﹄
を
除
/?? ?? ???
く
作
品
が
全
て
収
録
さ
れ
て
い
る。
更
に、
一
栗﹃紅
楼
夢
書
録
﹄︵２
︶ 
には、⑫譚光祜﹃紅楼新曲﹄
、⑬佚名﹃紅楼夢曲譜﹄
、⑭林奕
構﹃画薔﹄
、⑮佚名﹃掃紅﹄や⑯﹃乞梅﹄
、⑰厳宝庸﹃紅楼新
曲
﹄、
⑱
封
吉
士﹃紅
楼
夢
南
曲
﹄、
⑲
楊
恩
壽﹃姽嫿
封
﹄、
⑳
張
琦
﹃鴛
鴦
剣
伝
記
﹄
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る。
こ
の
ほ
か
に
も
胡
文
彬
﹃紅楼夢叙録﹄
︵
３
︶に
は
、
譚光祜
﹃風月宝鑑﹄
、
褚龍詳
﹃紅
楼
夢
伝
奇
﹄、

徐
延
瑞﹃鴛
鴦
剣
﹄
が
あ
り、
徐
扶
明﹃紅
楼
夢
与
紅楼夢比較研究﹄
︵
４
︶
には、
佚名﹃十全福﹄
が挙げられている。
以上著録からは現段階で清代の伝奇及び雑劇類の二十四タイトルを得た。ただし、⑫以下は内容が未見である。さて、これらの戯曲群の作者に目を転じてみると、一つ興味深い事象が見られる。　﹃紅
楼
夢
﹄
の
作
者
の
曹
雪
芹
お
よ
び
そ
の
他
多
く
の
続
編
の
作
者
に
関
す
る
資
料
は
乏
し
い
の
に
対
し
て、
﹃紅
楼
夢
﹄
戯
曲
の
作
者
の
大
多
数
に
つ
い
て
は、
部
分
的
に
だ
が
そ
の
生
涯
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る。
一
部
の
作
者
同
士
は
親
戚
で
あ
り、
友
人
関
係
で
も
あ
る。例えば、前掲⑤﹃絳蘅秋﹄は二十八齣あるが、このうち二十六齣は呉蘭徴によって作られ、
最後の二齣
﹁珠沈﹂
と
﹁瑛
弔﹂は呉蘭徴の死後、その夫の兪遙帆によって補われたものである。
﹁呉香倩夫人絳蘅秋伝奇叙﹂
 には次のようにある。
香
倩
為
余
内
兄
兪
子
遙
帆
之
夫
人、
⋮⋮
嘉
慶
丙
寅
暮
春
下
浣、
江
寧
玉
卿
万
栄
恩
拝
題。
︵香
倩
は
余
の
内
兄
兪
子
遙
帆
の
夫
人
為
り、
⋮⋮
嘉
慶
丙
寅
暮
春
の
下
浣、
江
寧
玉
卿
万
栄
恩
拝
題
す︶
。
　
この叙の作者である万栄恩は、前掲④﹃紅楼夢﹄戯曲の一
つである﹃醒石縁﹄の作者でもある。また、同叙に﹁香倩為内兄兪子遙帆之夫人﹂とあるように、呉蘭徴︵字は香倩︶は兪
遙
帆
の
夫
人
で
あ
り、
兪
遙
帆
は
万
栄
恩
の
義
兄
で
あ
る。
し
た
が
っ
て、
呉
蘭
徴
は
万
栄
恩
の
義
姉
に
あ
た
る。
さ
ら
に
許
兆
桂
の
﹁絳蘅秋序﹂には次のようにある。
吾友仲雲
︵吾が友仲雲澗︶
澗於衙齋暇日曾譜之、
傳其奇。
壬戌春、
則淮
陰使者、
已命小部按拍於紅氍上矣。
丙寅春、
兪生悼亡、亟刻其結縭夫人﹃絳蘅秋﹄三十闋。
　
許兆桂は﹃絳蘅秋﹄に序を寄せていることから、呉蘭徴や
兪遙帆と交遊があったに違いない。許兆佳が序に記している﹁吾
友
仲
雲
澗
﹂
は
仲
振
奎︵字
は
雲
澗
︶
の
こ
と、
前
掲
③﹃紅
楼
夢伝奇﹄
の作者である。
さらに、
許兆佳の序には仲振奎の
﹃紅
楼夢伝奇﹄が上演されたことについても記されている。許兆佳と仲振奎が友人であったことを考慮すれば、呉蘭徴、万栄恩、兪遙帆らが、たとえ仲振奎と直接の交遊が かったとしても、仲振奎の﹃紅楼夢伝奇﹄を知っており、読んでいた可能性が高い。また、前掲⑥﹃三釵夢北曲﹄の作者である許鴻磐や前掲⑦﹃十二釵﹄の作者である朱鳳森 も友人関係である。許鴻磐の﹁三釵夢北曲小序﹂
︵
７
︶には、次のようにある。
臨
桂
朱
蘊
山︵
８
︶別
為﹃十
二
釵
﹄
十
六
折、
思
有
以
勝
之、
脫
稿
示
余、
未
見
其
能
勝
也。
［蘊
山
後
刻
其﹃十
二
釵
﹄、
將
此
回
/?? ?? ???
折中之﹁斷夢﹂
、﹁醒夢﹂借刻其甲內、意亦不相入也。
] 
　
朱韞山は朱鳳森といい、字は韞山、この小序にあるように
﹃十
二
釵
﹄
を
作
り、
こ
れ
を
許
鴻
磐
に
示
し
た。
後
に、
朱
韞
山
は
﹃十二釵﹄を出版した際、許鴻磐の﹃三釵夢北曲﹄の﹁断夢﹂と﹁醒夢﹂の二折をその中に収めた。つまり﹃十二釵﹄の中の﹁断夢﹂
と﹁出夢﹂
の二折
︵
９
︶は、
本来許鴻磐の﹃三釵夢北曲﹄
の中の作品であった。
﹃十二釵﹄
と﹃三釵夢北曲﹄
の﹁断夢﹂
、
﹁醒
夢
﹂
は、
仕
草
や
台
詞
に
や
や
差
異
が
あ
る
も
の
の、
曲
詞
は
ほ
ぼ同じである。このように、清代における﹃紅楼夢﹄の戯曲の一部の作品が親戚や友人の間で相互に読まれており、互いに影響を与えていた二
　『紅楼夢』戯曲の内容
　
現代の﹃紅楼夢﹄研究では、百二十回本の後四十回が曹雪
芹によって著されたものではないこ は、既に定説と言ってよ
い
だ
ろ
う。
﹃紅
楼
夢
﹄
の
戯
曲
で
は、
ど
の
プ
ロ
ッ
ト
が
前
八
十
回をもと しているか、後四十回をもとにして
いるかをはっ
きりと見分けることができる。しかし、清代の﹃紅楼夢﹄戯曲
の
作
者
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は、
﹃紅
楼
夢
﹄
が
一
人
の
手
に
よ
っ
て
書かれたものと見做し、一つの作品と て改編している。　﹃紅楼夢﹄の戯曲に最も多く取り上げられた題材としては、
﹁黛
玉
葬
花
﹂
が
挙
げ
ら
れ
る。
阿
英﹃紅
楼
夢
戯
曲
集
﹄
に
収
録
さ
れている十部の作品の内、八部 は林黛玉の﹁葬花﹂の描写
が見える。特に民国期以降、梅蘭芳と欧陽予倩が上演した京劇﹁黛玉葬花﹂が大いに成功を収めたことで、これは一躍京劇
の
名
作
と
な
っ
た。
︶??
︵
﹁黛
玉
葬
花
﹂
が
現
代
に
お
い
て
も
有
名
な
の
は、原著の描写が優れているだけでなく、梅蘭芳と欧陽予倩による京劇の上演も大きな要因の一つである。　
ところが、
清代の嘉慶道光年間の戯曲家たちの関心は、
﹁葬
花﹂のほか、林黛玉 死についても集中しており、二次創作が残されている。阿英﹃紅楼夢戯曲集﹄にある十部の作品のうち、林黛玉の死を描写した作品は九
部ある。
仲振奎﹃紅楼夢伝奇﹄
　
 　　
﹁焚帕﹂
 ︵﹁哭園﹂
︶
︶??
︵
 
万栄恩﹃新塡瀟湘怨曲本﹄
 　﹁蘭摧﹂
 ︵﹁涙奠﹂
︶
︶??
︵
 
呉蘭徴﹃絳蘅秋﹄
　
 　　　　
﹁珠沉﹂
 ︵﹁瑛弔﹂
︶
朱鳳森﹃十二釵﹄
 　　　　　
﹁断夢﹂
 ︵﹁哭黛﹂
︶
許鴻磐﹃三釵夢北曲﹄
 　　　
﹁断夢﹂
呉
　
鎬﹃紅楼夢散套﹄
 　　　
﹁焚稿﹂
 ︵﹁訴愁﹂
︶
︶??
︵
 
石韞玉﹃紅楼夢﹄
 　　　　　
﹁黛殤
﹂
︶??
︵
 
陳鐘麟﹃紅楼夢伝奇﹄
　　　
 ﹁焚稿﹂
 ︵﹁哭湘﹂
︶
︶??
︵
 
周
　
宜﹃紅楼佳話﹄
 　　　　
﹁艷逝
﹂
︶??
︵
 
　
前述したように、朱鳳森﹃十二釵﹄と許鴻磐の﹃三釵夢北
曲﹄とにそれぞれ見える﹁断夢﹂は、実際には同じもるである
か
ら、
九
部
の
作
品
の
内、
独
自
に
著
さ
れ
た
の
は
八
部
で
あ
る。
ま
た、
こ
れ
ら
の
作
品
は
直
接
林
黛
玉
の
死
を
描
写
す
る
だ
け
で
な
い。
﹁哭
園
﹂、﹁涙
奠
﹂、﹁瑛
弔
﹂、﹁哭
黛
﹂、﹁訴
愁
﹂、﹁哭
湘
﹂
な
/?? ?? ???
ど
に
は
林
黛
玉
の
死
に
対
し
て
賈
宝
玉
が
悲
し
む
場
面
の
描
写
が
あ
り、
この描写によって林黛玉の死を強く印象付けている。
﹃紅
楼夢﹄続編の小説では、不幸な死に見舞われた林黛玉に同情す
る
あ
ま
り、
最
後
を
円
満
な
結
末
に
作
る
も
の
が
多
い。
例
え
ば、
﹃後紅楼夢﹄
、﹃続紅楼夢﹄
、﹃紅楼円夢﹄
、﹃紅楼夢補﹄などは、
一旦亡くなった林黛玉を生き返らせ、賈宝玉と結婚させることで、幸福な後半生を送る状況を設定している。これに対して、戯曲のほうは林黛玉の死そのものを題材としており、特徴的である。　
よく知られているように、百二十回本では、林黛玉の死に
対
す
る
描
写
は
主
に
第
九
十
七
回
と
第
九
十
八
回
に
集
中
し
て
い
る。
特
に、
﹃紅
楼
夢
﹄
の
戯
曲
作
品
に
お
け
る
林
黛
玉
の
死
に
関
す
る
描
写の大部分は、第九十八回﹁苦絳珠魂離恨天
　
病神瑛涙洒相
思地﹂に基づいたもの 百二十回本におけ 林黛玉の死をめぐる幾つかの主要な場面とプロットからは、戯曲作品の中
にも対応する描写を見出すことができる。また、戯曲作
品の一部のプロットは、原著に基づいた上で戯曲の作者が自分の解釈によって新たに加えたもの このような箇所の存在は、戯曲 作者たちの原著に対する深い理解と創作の工
夫
を
示
し
て
い
る。
例
え
ば、
百
二
十
回
本
の
第
九
十
五
回
で
は、
賈宝玉が通霊 宝玉をなくして精神が錯乱する様子が描かれている。こ 時、林黛玉が賈宝玉を見舞った後の反応について、仲振奎﹃紅楼夢伝奇﹄は次のよう 描写してい 。
那
知
不
幾
日
間、
寶
哥
哥
失
玉
瘋
癲、
形
神
危
殆。
⋮⋮︻梁
洲
第
七
︼
他和我是當翠水指天爲證、度紅羊歴劫翻身。
他
所
銜
之
玉、
莫
非
就
是
我
林
黛
玉
嗎。
他他他口銜黛玉為
生命︵宝
玉
の
お
兄
様
が
口
に
含
ん
だ
玉
は
ま
さ
か
私、
林
黛
玉
な
の
で
す
か。
宝
玉
様、
宝
玉
様
は
口
に
黛
玉
を
含
ん
で
命
と
し
て
い
る
の
で
す
ね
︶、
但見面顏歡語喜。
︵仲
振
奎﹃紅
楼
夢
伝
奇
﹄
第
二
十
二
齣﹁焚
帕
﹂︶︵黒
太
字
は
曲
詞、
以
下
同じ︶
　
　
こ
こ
で
は、
賈
宝
玉
が
生
ま
れ
た
際
に
口
の
中
に
含
ん
で
い
た
玉
を、
林
黛
玉
が
自
分
だ
と
見
な
す
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る。
こ
れ
は
﹁黛
玉
﹂
の
名
前
に﹁玉
﹂
の
字
を
含
む
か
ら
で
あ
る。
ま
た、
林
黛
玉が賈宝玉と薛宝釵が結婚することを耳にした場面を、仲振奎は次のように描写している。
︵丑
︶
就
是
為
寶
二
爺
娶
寶
姑
娘
的
事。
︵旦
驚
介、
徬
皇
介、
定介︶
你且跟我這裡來。
︵轉介︶
怎麼寶二爺娶寶姑娘呢。
︵丑
︶
老
太
太、
太
太、
二
奶奶
商
量
了、
娶
寶
姑
娘
過
來、
給
二爺沖喜。
︵仲振奎﹃紅楼夢伝奇﹄第二十二齣﹁焚帕﹂
︶
︵旦
呆
介、
顫
介、
徑
下。
丑
︶
我
説
這
個
也
是
寶、
那
個
也
是
寶︵こ
れ
も
宝
で、
あ
れ
も
宝
だ
︶、
又
是
寶
姑
娘、
又
是
寶
奶
奶、真正纔寶做一堆的︵ひと山の宝だ︶
。︵同前︶
              
　
ここに見える﹁寶二爺﹂
、﹁寶姑娘﹂
、﹁這個也是寶、那個也
是寶﹂
、﹁寶做一堆的﹂などの表現からもわかるように、ここ
では少なくとも﹁宝﹂字が十文字ある。百二十回本におい
/?? ?? ???
は﹁寶二爺﹂
、﹁寶姑娘﹂という表現も見られるが、その中心
は該当の第九十六回の回目﹁洩機関顰児迷本性﹂に示されているように、林黛玉が賈宝玉と薛宝釵の結婚を耳にした際に驚いて正気を失うことであるから 宝﹂の字をあえて際立たせて描写する必要はない。薛宝釵と林黛玉の名前には、それぞれ賈宝玉と同じ﹁宝﹂字 ﹁玉﹂字がついているが、原著の描写によると、薛、林 二人の名前がこのように設定されるのは、暗に賈宝玉との因縁を示すためである。仲振奎は林黛
玉
の
死
と
薛
宝
釵
の
結
婚
と
い
う、
﹃紅
楼
夢
伝
奇
﹄
の
最
大
の
山
場の直前に、
まず﹁口銜黛玉為生命﹂
の場面を設けることで、
賈宝玉と林黛玉という二つの﹁玉﹂ 際立たせ、さらに﹁寶做一堆的﹂の場面を設けることで この二つの﹁宝﹂をより際
立
た
せ
て
い
る。
こ
の
よ
う
に
し
て、
﹃紅
楼
夢
伝
奇
﹄
で
は
賈
宝
玉、林黛玉、薛宝釵の三人の名前とそ 因縁関係を強調している。三
　
林黛玉の「焚稿」と「焚帕」
　
百二十回本
では、第九十六回において林黛玉が賈宝玉と薛
宝
釵
の
結
婚
を
知
り、
第
九
十
八
回
で
林
黛
玉
が
死
ぬ
ま
で
の
間
に、
第九十七回﹁林黛玉焚稿断痴情
　
薛宝釵出閨成大礼﹂の場面
を設けている。ここに見える﹁焚稿﹂は、賈宝玉と 結婚の夢が破れた林黛玉が、自ら書きためた詩稿を焼き捨てる とい
う
プ
ロ
ッ
ト
で
あ
り、
林
黛
玉
が
死
ぬ
前
の
最
大
の
山
場
で
あ
る。
林
黛
玉
の﹁焚
稿
﹂
は、
﹁焚
稿
﹂
と﹁焚
帕
﹂
の
二
つ
の
部
分
に
分
かれている。
﹃紅楼夢﹄
の戯曲では、
万栄恩
﹃新塡瀟湘怨曲本﹄
を除く全ての作品において﹁焚稿﹂
や﹁焚帕﹂
の描写がある。
百二十回本では、林黛玉が寝床から起き上がれないほど弱々しい状態にあっ 、それでもなお詩稿と詩を記した帕︵ハンカチ︶を火鉢の中に入れて燃やす様を極めて入念に描写している。林黛玉はどうし これほどまでに、詩稿と詩を記した帕を燃やそうとした だろうか。この回目﹁林黛玉焚稿断痴情
﹂
に
表
わ
さ
れ
て
い
る﹁断
痴
情︵恋
心
を
断
ち
切
る
︶﹂
の
ほ
か
にも、作者は侍女の紫鵑 通して、林黛玉 う一つの心情を描写している。
只
見
黛
玉
接
到
手
裡、
也
不
瞧
詩、
扎
掙
着
伸
出
那
隻
手
來
狠
命
的
撕
那
絹
子、
卻
是
只
有
打
顫
的
分
児、
那
裡
撕
得
動。
紫
鵑
早
已
知
他
是
恨
寶
玉、
卻
也
不
敢
説
破︵紫
鵑
は
と
う
に
林
黛
玉
が
賈
宝
玉
を
恨
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が、
そ
れ
を
直
接
言
お
う
と
は
せ
ず
︶、
只
説﹁姑
娘
何
苦
自
己
又
生
氣。
﹂
︵程乙本第九十七回︶
　
侍女の紫鵑についての
﹁早已知他是恨寶玉、
卻也不敢説破﹂
という描写からは、林黛玉が詩稿を燃やすもう一つの重要な原
因
が﹁恨
寶
玉
﹂
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
そ
し
て、
﹃紅
楼
夢
﹄
戯曲の作者の大多数は百二十回本の設定に沿って創作している。例えば、呉鎬﹃紅楼夢散套﹄には次のようにある。
︵旦
︶︻有
纔
都
有
恨
︼︻風
檢
纔
︼
且毀了涙句冰
綃、怕留下
/?? ?? ???
恨種情苗。
︵作咳嗽暈倒、
雜旦扶介。
︶
姑娘休要自己生氣。
︵涙
の
詩
稿
や
ハ
ン
カ
チ
を
燃
や
し
て
し
ま
お
う。
恨
み
や
情
の
種
を
残
し
た
く
な
い
か
ら。
︶︵呉
鎬﹃紅
楼
夢
散
套
﹄
第
十
三
﹁焚稿﹂
︶
　
このように、戯曲では心理表現に優れるという曲詞の特徴
を生かして、林黛玉の心理活動を直接的に表わしている。この点は、小説である百二十回本が入念な人間行為の描写を通して登場人物の内心を表現するのと異なっている。また﹁焚稿﹂
について、
戯曲の作者たちは百二十回本にある﹁断痴情﹂
や﹁恨宝玉﹂以外にも、作者の理解によって得られた新たな情景の描写を加えている。
︵旦
︶
咳！
紫
鵑！
留甚麼他人笑柄︵他
人
に
笑
わ
れ
る
物
な
ど
残
し
て
お
い
て
ど
う
す
る
の
で
す
︶、
我祇合的儘付丙丁
︵仲振奎﹃紅楼夢伝奇﹄第二十二齣の﹁焚帕﹂
︶
︵旦
︶
你
那
裡
知
道！
蘼
蕪薄命、此生已休。
芙蓉密字、人
間怎留︵私
の
秘
密
の
詩
詞
な
ど、
ど
う
し
て
世
間
に
残
る
こ
となどありましょう︶
。︵石韞玉﹃紅楼夢﹄
中の﹁黛殤﹂
︶
　
戯
曲
の
作
者
が﹁留
甚
麼
他
人
笑
柄
﹂、﹁芙
蓉
密
字、
人
間
怎
留
﹂
と表現しているように、林黛玉が詩 を燃やすの は 自分の
詩
文
を
死
後
ま
で
残
し
て
他
人
の
笑
い
も
の
と
は
な
り
た
く
な
い、
という動機がある。これは、名門貴族の出身という身分に由来する林黛玉の慎重さと自尊心という特徴を示している。　
戯曲作品においては、前述の通り、林黛玉の死が一大テー
マとなっており、その中に必ずといってよいほど﹁焚稿﹂と﹁焚帕﹂の場面が取り入れられている。
﹁焚稿﹂と﹁焚帕﹂が
なぜ林黛玉の死と強く結びつくのか。小説における直接の該当
箇
所
は
後
半
の
第
九
十
七
回
で
あ
る
が、
こ
の
疑
問
を
考
え
る
に
は、前八十回の描写にも触れる必要がある ここでは、林黛玉の﹁葬花吟﹂という詩詞を取 上げたい。
桃李明年能再發、桃李明年能く再た発せん明年閨中知有誰。明年閨中誰か有るを知らん︵中略︶試看春残花漸落
、
試
み
に
看
よ
、
春残
り
て
花漸く落
つ
る
と
、
便是紅顔老死時。便ち是れ紅顔老死の時
︵甲戌本第二十七回︶
　﹁葬
花
吟
﹂
に
見
ら
れ
る
よ
う
に、
詩
詞
は
林
黛
玉
の
心
情
を
表
わ
すだけでなく、作者がそれを通して林黛玉の若死にするという結末を暗に表現する二重の役割がある。また、第三十四回において賈宝玉が晴雯を使って林黛 に古いハンカチを二枚送らせ、林黛玉がハンカチに三首 詩 書き終わっ 後 様を次のように表わしている。
那
黛
玉
還
要
往
下
寫
時、
覺
得
渾
身
火
熱、
面
上
作
燒︵全
身
が
火
の
よ
う
に
熱
く、
顔
は
焼
け
た
よ
う
に
熱
く
︶、
走
至
鏡
台
揭
起
錦
袱
一
照、
只
見
腮
上
通
紅、
真
合
壓
倒
桃
花、
却
不
知
病
由
此
起︵頬
が
真
っ
赤
に
な
り、
そ
の
赤
さ
と
い
え
ば
桃
花
を
超
え
る
ほ
ど
だ
が、
こ
れ
に
よ
っ
て
病
を
患
っ
た
と
は
知
ら
/?? ?? ???
ないのだった︶
。
 
︵程乙本第三十四回︶
　
ここでは、林黛玉が、賈宝玉に送られたハンカチに心を打
たれた時、
その心情を詩で表現し、
﹁渾身火熱、
面上作燒﹂
﹁腮
上
通
紅、
真
合
壓
倒
桃
花
﹂
と
い
う
境
地
に
至
っ
た。
し
か
し、
﹁却
不知病由此起﹂と表わすように、これこそが林黛玉の病気になった原因である。
﹁痴情女情重愈斟情﹂
︵第二十九回の回目︶
に見られる﹁痴情︵一途である︶
﹂﹁情重︵情が深い︶
﹂﹁斟情
︵感じやすい︶
﹂で表わされるように、作詩の才は彼女のこの
ような個性を表現する一方、其の情の深さと感じやすさゆえに命を削りかねないということを暗示している。　
戯曲作品の林黛玉の死のテーマに﹁焚稿﹂が必ず取り入れ
られるのは、戯曲の作者たちはこ が単にヒロインの﹁身辺整理﹂といった意味だけで く、このような詩稿に吐露された彼女の﹁情﹂自体に死への暗示が含まれていることであろう。つまり、林黛玉が焼いた詩稿は一途な情ゆえに死へと向か
う運命を象徴していたとも言えよう。詩作という林黛玉の
文筆の才が彼女の死に結びつく。こ 点に関しては、陳鍾麟﹃紅
楼
夢
伝
奇
﹄
の﹁焚
稿
﹂
で
は
林
黛
玉
の﹁文
人
慧
業︵文
筆
の
才︶
﹂を彼女の﹁折福根由︵不幸の原因︶
﹂として表わしてい
る。
我的詩稿呢。
︵紫鵑遞介。黛玉︶
咳。何苦作此斷腸詞也。
︻山
坡
羊
︼
渾不過明霞餘綺、只算得薰香殘履。
悔當初粗
解妃
豨、便國風幽怨、收拾到吟魂裡。
　
まず、初めは、よくわかりもせず、心の底の怨みを詩に吐
露したことが悔やまれると述べるように、ここでは林黛玉が秘めた怨みを詩魂の中に深く込め、死期が近づいた今、そうした詩を残すべきではなかった 後悔していることが描かれている。
雖
是
文
人
慧
業、
即
成
折
福
根
由︵な
ま
じ
文
筆
の
才
が
あ
る
た
め
に、
却
っ
て
不
幸
の
も
と
と
な
っ
た
︶、
古
來
多
少
詩
人、
那
個
是
享
受
榮
華
的
介。
 ︻前
腔
︼
平日裡、吟情游戲、暗地
裡、天公
妒
忌。那知道墮入泥犁、憑前生福分、折罰的
無思議。狠窮愁、大半是詩人例。覺的詩淫成醉、惱的詩魔作崇。他識字男兒、汨羅江、魂兒餒。淒其、越通才、耽
毒
媒
︵⋮
人
生
に
不
幸
を
も
た
ら
す
も
の、
こ
こ
で
は
詩
の
こと︶
。吁兮、越多情、下獄梯。
　
ここでは、
詩や文章は文人が作る﹁文人慧業﹂
ではあるが、
﹁毒媒﹂でもあり、
﹁折福根由﹂ともなる、と述べている。さ
らに、林黛玉は続けて自分の詩稿に言及している。
到此時節、有何系戀。紫鵑你把火盆拿上來。
 
︻山
桃
紅
︼
則今日教人短氣、送你還期、還把他深安慰、
只幽魂共棲。這是海棠社、
那是菊花詩、
還有葬花曲。從
頭事、莫須提、都迸做愁情亂堆。只好是檢叢殘、覓舊題。篇篇兒
搵
著啼鵑血也、且待我寒食紙錢一路飛、
則吟緒
都銷矣。想去依稀、早知道
繾
綣句、生生要別離。
吾
將
帕兒稿兒、全付融一炬。
/?? ?? ???
　
ここに﹁篇篇兒搵著啼鵑血﹂とあるように、詩には啼く鵑
が血を吐くような、詩人としての林黛玉の深く悲しい憂いや怨みが含まれている。林黛玉が詩を燃やすことで﹁則吟緒都銷
矣
﹂、
す
な
わ
ち
詩
を
詠
ん
だ
背
景
に
あ
る
感
情
は
全
て
消
え
さ
る
のである。そして、最後に﹁全付融一炬﹂とあるように、林黛玉は全ての詩稿を燃やしてしまった。このあとには、更に次のように続いている。
︵黛玉︶噯。你不曉得、
這詩兒最是害人的呀。把他化了、
吾
心
方
見
幹
淨︵こ
の
詩
は
最
も
人
を
害
す
る
も
の
で
す。
こ
れ
を
焼
き
尽
く
す
こ
と
で、
私
の
心
は
よ
う
や
く
晴
れ
わ
た
る
の
で
す
︶。︻鮑
老
催
︼
怪不得
焚書秦帝︵書
物
を
焼
く
始
皇
帝
︶、
這般的詩人兒風雅、將情懷寄。想當年造書倉頡天
垂涙、都是織愁機、鎖恨城、兜情地。詩兒呵。
我只要
把你申申詈︵私
は
繰
り
返
し
あ
な
た
を
罵
る
︶。
則奈何逐樣
樣教人迷、被他不識字的從旁睨。
︵焚
稿
介
︶
咳。
我
的
心
血都已嘔出來了。
　
こ
こ
で
は﹁這
詩
兒
最
是
害
人
的
呀
﹂
や﹁我
只
要
把
你
申
申
詈
﹂
と述べ、
作詩のもたらす害を説明している。
更に
﹁焚書秦帝﹂
のように、それらを全部燃やすことで、
﹁吾心方見幹淨﹂
、す
なわち自らの心
がようやく晴れわたるとしている。
　
陳鍾麟﹃紅楼夢伝奇﹄ではその他の戯曲作品に見られない
解釈が見える。陳鐘麟はここで、百二十回本の﹁断痴情﹂をもとに、さらに林黛玉が苦心した﹁文人慧業﹂は却って彼女
の﹁折
福
根
由
﹂
で
あ
る
と
述
べ
た。
﹁幽
怨
﹂
を﹁吟
魂
﹂
に
入
れ
るのが彼女の死因であることは百二十回本の後四十回にないプロットであるが、前八十回で﹁葬花吟﹂などの詩詞を通して林黛玉 ﹁痴情﹂を強化したり林黛玉の死を暗示したりするような表現と幾らか近い。周知のように、
﹁葬花吟﹂
﹁題帕
三
絶
句
﹂
は
前
八
十
回
に
あ
り、
﹁焚
稿
﹂
は
後
四
十
回
に
あ
っ
て
曹
雪芹の原著ではない。しかし、戯曲の作者たち
﹁葬花吟﹂
から﹁焚稿﹂に至る黛玉 断痴情﹂を百二十回本 即して脚色し、これを﹁林黛玉の死﹂というワンセットで捉えている。終りに　
以上、本稿では清代の嘉慶、道光年間の伝奇や雑劇類にお
け
る﹃紅
楼
夢
﹄
の
戯
曲
に
つ
い
て
考
察
し
た。
清
代
の﹃紅
楼
夢
﹄
戯
曲の作品は 数量が多く、その作者たちの文学的教養は高
い。例えば、阿英﹃紅楼夢戯曲集﹄が収録してい 十種の作品の作者のうち、進士出身の作者は五名い 。なかでも石韞玉は乾隆五十五年︵一七九〇︶の状元である。現在見られる記載によれば、仲振奎などは専門的に を創作する戯曲作家であり、そ 品は当時既に上演されていた。多くの戯曲作家は交遊関係があり、親戚や友人の関係でもあった。　
そ
し
て、
﹃紅
楼
夢
﹄
戯
曲
の
特
徴
に
つ
い
て
は、
続
編
の
小
説
が
幸福な結末を迎えるのとは異なり、戯曲のほうは全 百二十
/?? ?? ???
回
本
に
基
づ
い
て
改
編
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る。
こ
の
点
に
関
し
て
は、特に林黛玉の死および﹁焚稿﹂のプロットの改編から見出すことができる。このように、百二十回本の後四十回の創作は、広範に受け入れられていたことが伺える。これと同時に、
﹃紅
楼
夢
﹄
戯
曲
の
作
者
た
ち
は、
百
二
十
回
本
の
内
容
を
解
釈
し受け入れる過程で、新たな創作を通して自分の見解を加えたり表現したりしたのである。注︵
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